
平成２７年１２月２日(木)                                                   

Ｎｏ．１８                                                   

文責 金子（校長）                                      

                                                                     

１１月２８日(土) いじめストップ四万十子どもサミット 

児童会から 2名が参加しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

四万十市農協会館に四万十市立の全ての小中学校の代表が集まり、いじめをなくすための会議が行

われました。会場には、各校の代表だけでなく、保護者の方、学校関係者等の方が集まり、多人数の

会となりました。大用小を代表し、児童会の有友七海さん・宮﨑萌さんが参加し、意見発表・意見交

流を行いました。意見発表等の際は、たくさんの大人が周りで参観していましたので、きっと緊張し

たと思いますが、２人とも、落ち着いて発表し意見交流をしていました。とても立派だったと思いま

す。各校の代表がひとつの場所で、いじめをゼロにしようと考え合う、とてもいい時間になりました。

会場で採択された宣言を紹介します。        

 

 

 

 

 

 

 

各校の代表の発表を受け、実行委員会の児童生徒のみなさんが、上の宣言にまとめました。実行委員会の

メンバーは、発表の内容を短時間に整理し、まとめて宣言発表までしてくれました。大用小学校でも、あら

ためて児童会とともに、子どもたちが仲良く過ごせる学校づくりに取り組んでいきたいと思っ

ています。 
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１２月６日（日）は四万十市ビートスカッシュ大会が実施されます。大用小中で３チーム 

参加します。選手も応援の方も、がんばりましょう。 

２学期の参観日は１２月１４日を予定していますが、個人面談を同じ時期に予定しています。担任から日

時等の連絡があると思いますので、時間調整等していただいて、面談してくださるようお願いします。 

 

  

各校の宣言が会場に掲

示されていました。写真

は大用小の宣言です。 

閉会では、サミット実行委員を中

心に作成したサミット宣言が発表

されました。 

大用小学校代表の２名が、分会

で意見を発表しました。初めて

会う他校の人と熱心に話し合

いました。 

『いじめストップ四万十子どもサミット宣言』 

私たちは、いじめを絶対許さない心を持ち、みんなで力を合わせ、いじめをなくしていくため

に、次のことを宣言します。 

一 相手の立場に立って、思いやりの心で人とふれ合います。 

一 困ったとき、一人で抱え込まず、まわりの人に相談します。 

一 仲間はずれやいじめに素早く気づき、勇気をもって止めます。 


